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事業内容の全体概要

①ＧＩＳを用いた防災情報共有プラットフォームの構築①①ＧＩＳを用いた防災情報共有プラットフォームの構築ＧＩＳを用いた防災情報共有プラットフォームの構築

②地震リスクの地域内格差の明確化と防災力向上戦略の展開②②地震リスクの地域内格差の明確化と防災力向上戦略の展開地震リスクの地域内格差の明確化と防災力向上戦略の展開

③緊急地震速報・地震観測情報の防災対策への利用③③緊急地震速報・地震観測情報の防災対策への利用緊急地震速報・地震観測情報の防災対策への利用
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リアルタイム双方向情報共有
ユーザーの階層化 （管理者、専門ユーザー）
一般ユーザー向けホームページの開設

身の安全確保
機械シャットダウン

定量評価

防災マップ作成を通じたリスクコミニュケーション
耐震改修の優先度評価
災害シミュレーションCGの作成

地域格差の
明確化

地震リスク

平常時 被災時

専門家 一般市民

 

観測情報DB震動前平常時

防災訓練
防災教育

震動後

被災情報DB

地震発生

地震早期警報システム（訓練教育機能付加）

震災復旧
支援システム

早期地震動分布推定
早期地震被害推定
応急危険度判定支援大揺れ前情報



防災科学技術の最新の知見・成果を活
用した防災教育支援

防災マップ作成によるリスクコミュニケーション

＊防災力の都市間比較・市域内比較＋コミュニティー
版防災力評価＋インセンティブ防災マップづくり

＊宮城県の地方３都市のモデル地区の事例

災害シミュレーションCGを含む防災教育用ビデオ
パッケージの作成

＊子どもたちの通学路を想定

＊最近の地震被害パターン

緊急地震速報と連動した学校向け防災教育・訓練シ
ステムの地域展開



防災マップを介したリスク・コミュニケーション

防災マップを介したリスク・コミュニケーションモデル防災マップを介したリスク・コミュニケーションモデル
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リスク関連情報
政策・施策情報
地域防災計画
防災対策予算
自主防災組織化

地震リスクの都市間比較・市域内比較＋コミュニティ版地域防災力評価＋インセンティブ防災マップづくり
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地震リスクの都市間比較・市域内比較

震度分布図

宮城県沖地震（単独）

白石

石巻

古川

地方都市

（石巻、古川、白石）

仙台

仙台市の5区



地震リスクの都市間・市域内比較
～ （相対）比較結果例
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町内会単位の防災力比較
～仙台市若林区

災害抵抗力 災害対応力

物的被害

災害抵抗力 災害対応力

人的被害



町内会単位の防災力比較
～仙台市太白区

災害抵抗力 災害対応力

物的被害

災害抵抗力 災害対応力

人的被害



防災マップ作成によるリスクコミュニケーション
のモデル地区

想定宮城県沖地震(連動型)の
震度分布

大崎市中里申和会
高度経済成長期に開発

された新興住宅街

石巻市上大街道第二
町内会 農地を埋め立

てた宅地開発。軟弱地盤

白石市南町自治会
谷底平野・氾濫原に

相当する低地部



モデル地区

町内会 石巻市上大街道第二町内会 大崎市古川中里申和会 白石市南町自治会

世帯数 約630世帯 約450世帯 約320世帯

主な
土地利用

街道沿いの商店街、
古くからの農家、戦後の住宅

1970年ころ以降の住宅 古くからの住宅、戦後の住宅

地形 沖積低地（浜堤、後背湿地）
沖積低地（自然堤防、
後背湿地、旧流路）

丘陵（崖錘）、
沖積低地（後背湿地）

宮城県想定
震度

震度6強 震度6弱（6強） 震度5弱（5強）

液状化危険度 極めて高い～高い 極めて高い やや低い～かなり低い

地震の経験 1978年宮城県沖地震
1978年宮城県沖地震

1962年宮城県北部地震
1978年宮城県沖地震、

1956年地震



モデル地区におけるワークショップの開催

町内会 石巻市上大街道第二町内会 大崎市古川中里申和会 白石市南町自治会

2005年 8月8日　講演会 8月6日　講演会 8月4日　講演会

9月24日　こどもぼうさい探検隊 8月23日　こどもぼうさい探検隊 8月21日　こどもぼうさい探検隊

（11月26日　役員まち歩き）

2006年 9月2日　ワークショップ 9月10日　ワークショップ 9月17日　ワークショップ

9月16日　ワークショップ

11月19日　こどもぼうさい探検隊 11月11日　こどもぼうさい探検隊 11月18日　こどもぼうさい探検隊



モデル・コミュニティの地震リスクと事前対策率
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アンケートは平成16（2004）年度末に実施

＊ 全半壊率は，宮城県地震被害想定調査の想定宮城県沖地震(連動モデル)による数値

比較対象用に、市域内で相対的に高リスク/低リスクの地区をそれぞれ抽出し調査

防災対策の実施率は，地震リスクの格差にほとんど影響されていない



リスクの格差と災害抵抗力との関係
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リスクの格差と災害対応力との関係

想定建物全半壊率と想定建物全半壊率と
救出活動の協力者割合の関係救出活動の協力者割合の関係

想定負傷率と想定負傷率と
応急手当の協力者割合の関係応急手当の協力者割合の関係
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町内会ユニットの地域防災力評価

67, 31
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町内会の地域防災力の変遷イメージと
モニタリング

67, 31
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地図を用いた防災ワークショップ

DIG (Ｄｉｓａｓｔｅｒ Imagination Game)

既存DIGの問題点：

● 参加者の人間関係形成に主眼がおかれて、
防災に関する具体的専門的知識が不足

● 発災後の対応行動（とくに避難など）が重視されて、
事前対策行動を誘導する取り組みが不足

● 効果の検証がなされていない



新しい地震リスクコミュニケーションモデル
の必要性

リスクメッセージや説得的コミュニケーションによるリスクメッセージや説得的コミュニケーションによる
一律な防災対策誘導には限界一律な防災対策誘導には限界
リスクの格差を認知することの重要性リスクの格差を認知することの重要性
リスクコミュニケーターリスクコミュニケーター
リスクコミュニケーションツールリスクコミュニケーションツール

基盤となる共有プラットフォーム基盤となる共有プラットフォーム
地域防災力評価＋地域防災力評価＋インセンティブ防災マップインセンティブ防災マップづくりづくり
⇒⇒ 防災意識ではなくリスク認知防災意識ではなくリスク認知
⇒⇒ コミュニティ防災計画の立案コミュニティ防災計画の立案
⇒⇒ 防災対策行動の実践防災対策行動の実践
⇒⇒ 地域防災力のモニタリングと再評価地域防災力のモニタリングと再評価
⇒⇒ コミュニティ防災計画の見直しコミュニティ防災計画の見直し



地震リスクコミュニケーションに基づく地域防
災力高度化戦略

町内会防災ワークショップ
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造

発
災
時
に
役
立
つ
物
・
施
設

危
険
な
箇
所

人
的
情
報

他

住宅地図を用いた作業に
よる地区の課題の明確化

1/1500住宅地図を利用



地区の防災に関する特徴と優先対策課題の整理

個人
家庭

地域
（町内会）

その他
（行政等）

時
間
は
か
か
る
が

努
力
す
る
こ
と

（
中
・
長
期
目
標
）

今
す
ぐ
・
普
段
か
ら

で
き
る
こ
と

（
短
期
目
標
）

発
災
時

「課題整理シート」



インセンティブ防災マップづくりの様子

大崎市中里４丁目町内会

作戦タイム

まち探検（インタ
ビュー）

防災マップづくり



防災教育ビデオパッケージ
迫り来る宮城県沖地震に備えて

企画：宮城県沖地震対策研究協議会

監修：東北大学災害制御研究センター：



学校における緊急地震速報の活用学校における緊急地震速報の活用

受信装置

起動・音声

画像

スピーカ

ＴＶ受像機

地震が来ます

職員室

各教室

廊下・体育館・校庭

地上回線

衛星回線

緊急地震速報

学校

気象庁

①緊急地震速報の利活用
ができる社会基盤の実現

②教職員・児童の安全確保 訓練／避難の指示

効　果

静止画

動画

受信装置

起動・音声

画像

スピーカ

ＴＶ受像機

地震が来ます

職員室

各教室

廊下・体育館・校庭

地上回線

衛星回線

緊急地震速報

学校

気象庁

①緊急地震速報の利活用
ができる社会基盤の実現

②教職員・児童の安全確保 訓練／避難の指示

効　果

静止画

動画



緊急地震速報と連動した防災教育・緊急地震速報と連動した防災教育・
訓練システムの３つの機能訓練システムの３つの機能

①①避難機能（避難モード）避難機能（避難モード）

特定の震度以上（震度特定の震度以上（震度33に設定）に設定）

画像による伝達、音声による伝達画像による伝達、音声による伝達

②②訓練機能（訓練モード）訓練機能（訓練モード）

マニュアル設定、実地震マニュアル設定、実地震

通常時に訓練を振り替えして行う通常時に訓練を振り替えして行う

③③地震防災教育機能（教育モード）地震防災教育機能（教育モード）

静止画・・・過去の被害写真など静止画・・・過去の被害写真など

動画・・・揺れのアニメーションなど動画・・・揺れのアニメーションなど



防災研究成果普及事業におけるモデル防災研究成果普及事業におけるモデル
校の拡大と地域との連携校の拡大と地域との連携

予測される被害モード

インセンティブ防災マップ 災害シミュレーション

緊急地震速報と連動した

防災教育／訓練システム

緊急地震速報と連動した

防災教育／訓練システム

静止画 動画

Extended GISの活用
地震ハザードマップ

の高密度化・高精度化

仙台市
教育委員会

仙台市
教育委員会

宮城県教育庁宮城県教育庁

石巻市
教育委員会

石巻市
教育委員会

古川市
教育委員会

大崎市
教育委員会

白石市
教育委員会

白石市
教育委員会

未定未定

市立釜小学校市立釜小学校 市立第３小学校市立古川第三小学校 市立白石中学校市立白石中学校市立長町小学校市立長町小学校 市立鶴谷小学校市立鶴谷小学校

長町西浦町内会長町西浦町内会 上大街道
第二町内会

上大街道
中里４丁目町内会中里４丁目町内会 南町自治会南町自治会

地盤震動（切盛土）
避難シミュレーション
など

地盤震動（切盛土）
避難シミュレーション
など

宮城県沖地震対策研究協議会
（普及事業他ＷＧ）

研究機関（大学、自然災害学会など）

被害写真
地域特性
（社会環境、
自然環境）
など

被害写真
地域特性
（社会環境、
自然環境）
など 共通版教材共通版教材

地域版教材地域版教材

学校区内の
町内会

学校区内の
町内会

学校区内の
町内会

学校区内の
町内会

学校区内の
町内会

体験談など



教育コンテンツの充実

教育コンテンツの充実化教育コンテンツの充実化

場所による揺れの差を表現 通学路の安全

リスク認知

通学路を想定した災害CG

ぼうさい探検隊家族のリスク
コミュニケーション

地域防災力の高度化地域防災力の高度化



最近の地震被害パターンを取り込んだ
災害シミュレーションCG

震度の差異

鉄骨外階段、外装材等の被害

耐震化の差異

ブロック塀、電飾看板等の被害



みやぎＳＷＡＮを活用した
地震早期警報システムの実証試験

地震情報通信管理ｻｰﾊﾞｰ

教育研修ｾﾝﾀｰ

（みやぎSWAN拠点）

県立学校
県立学校

中学校

中学校

小学校

市町村教育委員会 ・起動信号

・音声信号

・起動信号

・音声信号

校内放送

受信専用機

・避難機能

・訓練機能

視聴覚教室

各教室のテレビ

プリント配布

・教育機能

・表示装置

端末パソコン

・起動信号

・音声信号

・起動信号

・音声信号

校内放送

受信専用機

・避難機能

・訓練機能

視聴覚教室

各教室のテレビ

プリント配布

・教育機能

・表示装置

端末パソコン

モデル学校（県立仙台西高）

気象庁

REIC

緊急地震速報緊急地震速報

ＩＰ網

3月20日システム説明会（3月12日プレス発表）



緊急地震速報を
用いた避難訓練

揺れが来る前
に わ か る こ と
で、避難誘導
の面で効果

揺れが来る
前にわかる
ことで、心に
余裕

警報発生後、5秒以
内に全員が机の下
に避難

NHK放映画像に加筆（4月23日）



仙台市立鶴谷小学校における避難訓練

平成18年6月15日



参考：子どもの安全と危機管理研修用映像

地震対策最前線！ 揺れるまえに子どもの安全を
確保～仙台市立長町小学校の事例

企画： 第一法規

監修： 源栄正人・戸田芳雄




